
減災対策協議会における課題および現場ニーズの抽出について（案）

研究者がオブザーバーとして協議会に参画

・減災に向けた取組を実施する中で課題となる、現場ニーズ（課題・市町の関心
事）を学識経験者（研究者）に提供
・ニーズに係る研究フィールドを提供
・学識経験者の研究成果を取組内容に反映

・減災協議会構成員から示された現場ニーズ（市町の関心事）をもとに、研究
を実施

・研究成果を減災協議会に提供
・取組状況の観察・評価

研究ニーズ・フィールドの提供
研究成果の提供
協議会取組内容の観察・評価

研究者と
の連携

資料‐5

減災対策協議会での取組を進める中で、課題となる事案（現場ニーズ）が生じた場合、研究
者と連携してその課題解決にあたることを目的とするもの。

目的

概念


